
栄子・スティーブンス師とアメリカの教会を覚えて
　栄子師のアメリカの教会での終末セミナー、執筆活動とシャ
ロームニッポンの対談の上に、主の油注ぎと祝福が満ちあふれます
ようお祈りください。合わせて、アメリカの情勢の安定のためにも
お祈りください。また、ご主人のビル師の体力が向上し、ご夫妻が
日々主の守りと平安の中で過ごせますよう引き続きお祈りください。

オメガバイブル教材出版のために
　現在、新刊小冊子出版と、『栄子・スティーブンスの黙示録1日
1章』のCD発売に向けて準備をしております。すべての工程が守
られ進められますようとりなし祈りをよろしくお願いいたします。

オメガオンラインショップのコンビニ決済導入のために
　オメガオンラインショップサイトで、コンビニ決済導入を進め
ております。すべての作業がスムーズに整いますように。オメガ
バイブル教材がさらに購入しやすくなり日本の多くの方々に
ご活用いただけますよう、また小冊子やCD教材等を通して、主の
大いなるご計画と愛に触れる方々が起こされていきますよう、共に
お祈りください。
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2／24以前のウクライナ

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。　ヨハネの黙示録22章21節
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現在のウクライナ情勢を覚えて
　美しいウクライナの町（Brideの表紙）が現在、荒廃し、想像を
絶する多くの死者や犠牲者が出ています。世界中の人々がこの
戦いの動向を見つめ、終息を願い祈っています。今月も皆様と共に、
ウクライナを始め世界の国々を覚え、イスラエルと日本の救いを
とりなし祈ってまいりたいと思います。
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オメガビジョン4ステップ

創世記から黙示録を貫く、神の
マスタープラン（人類救済計画）
を知り、神の日時計であるイス
ラエルの歴史を軸に、聖書預言
の成就を学び、今がどんな「時」
なのかを知ることから始めます。

そして、神のマスタープランと
「時」を知ることにより、教会
（キリストの体）が今の時代に
おける役割を担い、日本、アジア、
イスラエル 、そしてすべての
国々の救いのために祈ります。

キリストの体である教会に、日
本、アジア、イスラエル、そして
すべての国々から召し出された
神の民が、真の一致をもって
つながることを目指します。

神のマスタープランとイスラエル
の平和のために祈る重要性を
伝え、イエス・キリストが再び
地上に来られるという「再臨の
福音」を、すべての人 に々伝えます。

（TEL＆FAX　06-6227-2117、Ｅメール　info@omega.or.jp）
祈りの指針として終末時代について学ぶ分かりやすいオメガ出版の教材をどうぞご活用ください。

Step 1 「知る」 Step 2 「祈る」 Step 3 「つながる」 Step 4 「伝える」

オメガ出版
日本シリーズ 5

シャロームニッポン
Special Booklet付き

ニッポン

(C)Ministry of Foreign Affairs of Ukraine
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02

ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝

国の預言を語っていました。
2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと

ペルシアの帝国の預言を語っていました。
3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア

帝国の預言を語っていました。
4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる

ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 23
―その15未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）
を設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

神よ

わたしをあなたの平和の道具としてお使いください

憎しみのあるところに愛を

いさかいのあるところにゆるしを

分裂のあるところに一致を

疑惑のあるところに信仰を

誤っているところに真理を

絶望のあるところに希望を

闇に光を

悲しみのあるところに喜びをもたらすものとしてください

慰められるよりは慰めることを

理解されるよりは理解することを

愛されるよりは愛することを、わたしが求めますように

わたしたちは、与えるから受け、ゆるすからゆるされ

自分を捨てて死に

永遠のいのちをいただくのですから

平和を求める祈り

（アッシジの聖フランシスコ）

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

獣である反キリストの台頭と
世界統一国家の完成

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
い」と言われていました。そのことばは、
黙示録2章と3章でも語られています。七
つの教会すべてに、「耳のある者は御霊が
諸教会に言われることを聞きなさい」と主
は言われたのです。

今回は、教会へのメッセージだけでは
なく、すべて耳のある者は神様のみことば
を学んで聞きなさいと言われています。10
節で、「とりこになるべき者は、とりこにさ
れて行く」と、それぞれの人の自由意思に
よって、とりこにされていくのです。同じく
10節で、「剣で殺す者は、自分も剣で殺
されなければならない」と警告しています。
それは、自分の行動によって各自刈り取っ
ていかなければならないということです。

また10節で、「ここに聖徒の忍耐と信
仰がある」と書かれています。大患難時代
にある聖徒たちは、反キリストに惑わされ
た人々の一方的な憎しみによって、苦しみ
を受け、迫害されます。それゆえ、聖徒た
ちは信仰による忍耐で耐え抜くしかない時
代なのです。

反キリストは何者か？
ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
たちの考えでは、創世記のみことばが関係
しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
箇所で、「女の子孫」と言うことばが出てき
ます。聖書では、子孫は常に男性を通して
語られていますが、「女の子孫」と言うこと
ばはこの箇所と、黙示録12章17節で竜
が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
知っています。そして、「女の子孫」である
イエス様によって、「彼は、おまえの頭を
踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

今月は、海から上がってきた獣について、共に学んでまいりましょう。

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。



03

02

ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝

国の預言を語っていました。
2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと

ペルシアの帝国の預言を語っていました。
3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア

帝国の預言を語っていました。
4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる

ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 23
―その15未来の預言
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栄子・スティーブンス

黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

神よ

わたしをあなたの平和の道具としてお使いください

憎しみのあるところに愛を

いさかいのあるところにゆるしを

分裂のあるところに一致を

疑惑のあるところに信仰を

誤っているところに真理を

絶望のあるところに希望を

闇に光を

悲しみのあるところに喜びをもたらすものとしてください

慰められるよりは慰めることを

理解されるよりは理解することを

愛されるよりは愛することを、わたしが求めますように

わたしたちは、与えるから受け、ゆるすからゆるされ

自分を捨てて死に

永遠のいのちをいただくのですから

平和を求める祈り

（アッシジの聖フランシスコ）

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

獣である反キリストの台頭と
世界統一国家の完成

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
い」と言われていました。そのことばは、
黙示録2章と3章でも語られています。七
つの教会すべてに、「耳のある者は御霊が
諸教会に言われることを聞きなさい」と主
は言われたのです。

今回は、教会へのメッセージだけでは
なく、すべて耳のある者は神様のみことば
を学んで聞きなさいと言われています。10
節で、「とりこになるべき者は、とりこにさ
れて行く」と、それぞれの人の自由意思に
よって、とりこにされていくのです。同じく
10節で、「剣で殺す者は、自分も剣で殺
されなければならない」と警告しています。
それは、自分の行動によって各自刈り取っ
ていかなければならないということです。

また10節で、「ここに聖徒の忍耐と信
仰がある」と書かれています。大患難時代
にある聖徒たちは、反キリストに惑わされ
た人々の一方的な憎しみによって、苦しみ
を受け、迫害されます。それゆえ、聖徒た
ちは信仰による忍耐で耐え抜くしかない時
代なのです。

反キリストは何者か？
ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
たちの考えでは、創世記のみことばが関係
しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
箇所で、「女の子孫」と言うことばが出てき
ます。聖書では、子孫は常に男性を通して
語られていますが、「女の子孫」と言うこと
ばはこの箇所と、黙示録12章17節で竜
が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
知っています。そして、「女の子孫」である
イエス様によって、「彼は、おまえの頭を
踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

今月は、海から上がってきた獣について、共に学んでまいりましょう。

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。
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ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝
国の預言を語っていました。

2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと
ペルシアの帝国の預言を語っていました。

3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア
帝国の預言を語っていました。

4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる
ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か
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黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
い」と言われていました。そのことばは、
黙示録2章と3章でも語られています。七
つの教会すべてに、「耳のある者は御霊が
諸教会に言われることを聞きなさい」と主
は言われたのです。

今回は、教会へのメッセージだけでは
なく、すべて耳のある者は神様のみことば
を学んで聞きなさいと言われています。10
節で、「とりこになるべき者は、とりこにさ
れて行く」と、それぞれの人の自由意思に
よって、とりこにされていくのです。同じく
10節で、「剣で殺す者は、自分も剣で殺
されなければならない」と警告しています。
それは、自分の行動によって各自刈り取っ
ていかなければならないということです。

また10節で、「ここに聖徒の忍耐と信
仰がある」と書かれています。大患難時代
にある聖徒たちは、反キリストに惑わされ
た人々の一方的な憎しみによって、苦しみ
を受け、迫害されます。それゆえ、聖徒た
ちは信仰による忍耐で耐え抜くしかない時
代なのです。

反キリストは何者か？
ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
たちの考えでは、創世記のみことばが関係
しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
箇所で、「女の子孫」と言うことばが出てき
ます。聖書では、子孫は常に男性を通して
語られていますが、「女の子孫」と言うこと
ばはこの箇所と、黙示録12章17節で竜
が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
知っています。そして、「女の子孫」である
イエス様によって、「彼は、おまえの頭を
踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

Photo by William Krause on Unsplash

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。
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ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝
国の預言を語っていました。

2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと
ペルシアの帝国の預言を語っていました。

3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア
帝国の預言を語っていました。

4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる
ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か

地
上
に
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者
た
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る
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め
に
、全
世
界
に
来
よ
う
と
し
て
い
る
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練
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時
に
は
、

あ
な
た
を
守
ろ
う

黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
い」と言われていました。そのことばは、
黙示録2章と3章でも語られています。七
つの教会すべてに、「耳のある者は御霊が
諸教会に言われることを聞きなさい」と主
は言われたのです。

今回は、教会へのメッセージだけでは
なく、すべて耳のある者は神様のみことば
を学んで聞きなさいと言われています。10
節で、「とりこになるべき者は、とりこにさ
れて行く」と、それぞれの人の自由意思に
よって、とりこにされていくのです。同じく
10節で、「剣で殺す者は、自分も剣で殺
されなければならない」と警告しています。
それは、自分の行動によって各自刈り取っ
ていかなければならないということです。

また10節で、「ここに聖徒の忍耐と信
仰がある」と書かれています。大患難時代
にある聖徒たちは、反キリストに惑わされ
た人々の一方的な憎しみによって、苦しみ
を受け、迫害されます。それゆえ、聖徒た
ちは信仰による忍耐で耐え抜くしかない時
代なのです。

反キリストは何者か？
ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
たちの考えでは、創世記のみことばが関係
しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
箇所で、「女の子孫」と言うことばが出てき
ます。聖書では、子孫は常に男性を通して
語られていますが、「女の子孫」と言うこと
ばはこの箇所と、黙示録12章17節で竜
が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
知っています。そして、「女の子孫」である
イエス様によって、「彼は、おまえの頭を
踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

Photo by William Krause on Unsplash

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。
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ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝
国の預言を語っていました。

2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと
ペルシアの帝国の預言を語っていました。

3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア
帝国の預言を語っていました。

4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる
ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か

黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
い」と言われていました。そのことばは、
黙示録2章と3章でも語られています。七
つの教会すべてに、「耳のある者は御霊が
諸教会に言われることを聞きなさい」と主
は言われたのです。

今回は、教会へのメッセージだけでは
なく、すべて耳のある者は神様のみことば
を学んで聞きなさいと言われています。10
節で、「とりこになるべき者は、とりこにさ
れて行く」と、それぞれの人の自由意思に
よって、とりこにされていくのです。同じく
10節で、「剣で殺す者は、自分も剣で殺
されなければならない」と警告しています。
それは、自分の行動によって各自刈り取っ
ていかなければならないということです。

また10節で、「ここに聖徒の忍耐と信
仰がある」と書かれています。大患難時代
にある聖徒たちは、反キリストに惑わされ
た人々の一方的な憎しみによって、苦しみ
を受け、迫害されます。それゆえ、聖徒た
ちは信仰による忍耐で耐え抜くしかない時
代なのです。

反キリストは何者か？
ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
たちの考えでは、創世記のみことばが関係
しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
箇所で、「女の子孫」と言うことばが出てき
ます。聖書では、子孫は常に男性を通して
語られていますが、「女の子孫」と言うこと
ばはこの箇所と、黙示録12章17節で竜
が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
知っています。そして、「女の子孫」である
イエス様によって、「彼は、おまえの頭を
踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

ヨルダンの荒野

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。

地中海
ヨルダン川

死
海

アモン

モアブ

エルサレム

エドム

好評発売中！!
『聖書のことばはその通りになる』栄子・スティーブンス著

内容
はじめに
「本書増刷に寄せて」栄子・スティーブンス
2022年３月15日アメリカ・カンザス・トピカの自宅書斎にて

1. 終わりの時代の中心は「イスラエル」
2. 21世紀からのロシアの動き
3. エゼキエルの預言が今の時代に動き始めた
4. イスラエルの富を分捕り奪い取りに来る敵
5. 真の神の存在を諸国の民に知らしめるために
6. 大患難時代の7年間とエゼキエルの預言

第2章
21世紀からのロシアの動き

黙
示
録
に
記
さ
れ
た
7
年
間
の
大
患
難
時
代
。

そ
の
前
に
イ
ス
ラ
エル
に
起
こ
る
戦
争
を
、旧
約
聖
書
の
預
言
者
エ
ゼ
キ
エル
が

約
2
6
0
0
年
前
に
預
言
し
ま
し
た
。そ
の
戦
争
と
は「
イ
ス
ラ
エル
の
富
を
略
奪
す
る
戦
争
」で
、

略
奪
者
は
マ
ゴ
グ（
ロシ
ア
）の
ゴ
グ（
ロシ
ア
の
統
率
者
）と
そ
の
連
合
国
で
す
。

彼
ら
は
イ
ス
ラ
エル
に
攻
め
込
み
ま
す
が
、真
の
神
様
は
彼
ら
を
瞬
時
に
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
。

世
界
中
の
人
々
が
そ
の
顛
末
を
見
て
、真
の
神
様
に
立
ち
返
る
と
い
う
預
言
で
す
。

ま
こ
と

Vol.1
『荒野の幕屋の中に見る
イエス様』
かつてイスラエルの祭司たち
は幕屋や神殿で仕えていまし
たが、この幕屋や神殿は天の
ひな型です。荒野の幕屋は、そ
のすべてがイエス様のことを
表しています。イエス様が、闇の
世界と光の世界の隔ての壁を
どのようにして取り除いてくだ
さったのか、そのすべてが幕屋
において語られているのです。

Vol.2
『神の栄光
シャカイナグローリー』
全知全能の神様は、罪を犯し
た人間を闇の中から救い出す
ご計画を備えておられました。
世界の基の置かれる前から、
キリストを通して私たちをきよ
い者とされ、神様の御許に戻
れるように、再び神様の栄光

「シャカイナグローリー」に包
まれるご計画を進められたの
です。

小冊子2部作「神様の栄光を現す教会となるために」
待望の
再版!!

Omega Japan
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ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝
国の預言を語っていました。

2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと
ペルシアの帝国の預言を語っていました。

3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア
帝国の預言を語っていました。

4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる
ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か

黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
い」と言われていました。そのことばは、
黙示録2章と3章でも語られています。七
つの教会すべてに、「耳のある者は御霊が
諸教会に言われることを聞きなさい」と主
は言われたのです。

今回は、教会へのメッセージだけでは
なく、すべて耳のある者は神様のみことば
を学んで聞きなさいと言われています。10
節で、「とりこになるべき者は、とりこにさ
れて行く」と、それぞれの人の自由意思に
よって、とりこにされていくのです。同じく
10節で、「剣で殺す者は、自分も剣で殺
されなければならない」と警告しています。
それは、自分の行動によって各自刈り取っ
ていかなければならないということです。

また10節で、「ここに聖徒の忍耐と信
仰がある」と書かれています。大患難時代
にある聖徒たちは、反キリストに惑わされ
た人々の一方的な憎しみによって、苦しみ
を受け、迫害されます。それゆえ、聖徒た
ちは信仰による忍耐で耐え抜くしかない時
代なのです。

反キリストは何者か？
ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
たちの考えでは、創世記のみことばが関係
しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
箇所で、「女の子孫」と言うことばが出てき
ます。聖書では、子孫は常に男性を通して
語られていますが、「女の子孫」と言うこと
ばはこの箇所と、黙示録12章17節で竜
が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
知っています。そして、「女の子孫」である
イエス様によって、「彼は、おまえの頭を
踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

ヨルダンの荒野

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。

地中海
ヨルダン川

死
海

アモン

モアブ

エルサレム

エドム

好評発売中！!
『聖書のことばはその通りになる』栄子・スティーブンス著

内容
はじめに
「本書増刷に寄せて」栄子・スティーブンス
2022年３月15日アメリカ・カンザス・トピカの自宅書斎にて

1. 終わりの時代の中心は「イスラエル」
2. 21世紀からのロシアの動き
3. エゼキエルの預言が今の時代に動き始めた
4. イスラエルの富を分捕り奪い取りに来る敵
5. 真の神の存在を諸国の民に知らしめるために
6. 大患難時代の7年間とエゼキエルの預言

第2章
21世紀からのロシアの動き
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Vol.1
『荒野の幕屋の中に見る
イエス様』
かつてイスラエルの祭司たち
は幕屋や神殿で仕えていまし
たが、この幕屋や神殿は天の
ひな型です。荒野の幕屋は、そ
のすべてがイエス様のことを
表しています。イエス様が、闇の
世界と光の世界の隔ての壁を
どのようにして取り除いてくだ
さったのか、そのすべてが幕屋
において語られているのです。

Vol.2
『神の栄光
シャカイナグローリー』
全知全能の神様は、罪を犯し
た人間を闇の中から救い出す
ご計画を備えておられました。
世界の基の置かれる前から、
キリストを通して私たちをきよ
い者とされ、神様の御許に戻
れるように、再び神様の栄光

「シャカイナグローリー」に包
まれるご計画を進められたの
です。

小冊子2部作「神様の栄光を現す教会となるために」
待望の
再版!!

Omega Japan



ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝
国の預言を語っていました。

2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと
ペルシアの帝国の預言を語っていました。

3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア
帝国の預言を語っていました。

4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる
ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か

ヨハネの黙示録　13章10節

神殿の丘（エルサレム）

黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

ここに聖徒の忍耐と信仰がある

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

0908

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
い」と言われていました。そのことばは、
黙示録2章と3章でも語られています。七
つの教会すべてに、「耳のある者は御霊が
諸教会に言われることを聞きなさい」と主
は言われたのです。

今回は、教会へのメッセージだけでは
なく、すべて耳のある者は神様のみことば
を学んで聞きなさいと言われています。10
節で、「とりこになるべき者は、とりこにさ
れて行く」と、それぞれの人の自由意思に
よって、とりこにされていくのです。同じく
10節で、「剣で殺す者は、自分も剣で殺
されなければならない」と警告しています。
それは、自分の行動によって各自刈り取っ
ていかなければならないということです。

また10節で、「ここに聖徒の忍耐と信
仰がある」と書かれています。大患難時代
にある聖徒たちは、反キリストに惑わされ
た人々の一方的な憎しみによって、苦しみ
を受け、迫害されます。それゆえ、聖徒た
ちは信仰による忍耐で耐え抜くしかない時
代なのです。

反キリストは何者か？
ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
たちの考えでは、創世記のみことばが関係
しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
箇所で、「女の子孫」と言うことばが出てき
ます。聖書では、子孫は常に男性を通して
語られていますが、「女の子孫」と言うこと
ばはこの箇所と、黙示録12章17節で竜
が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
知っています。そして、「女の子孫」である
イエス様によって、「彼は、おまえの頭を
踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

Photo by Jackson David on Unsplash

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。



ら現れた四頭の獣のことは、歴史に出て
来る

はけん

覇権国の預言です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1. 第一の獣は、獅子のようで、バビロン帝
国の預言を語っていました。

2. 第二の獣は、熊に似ている、メディアと
ペルシアの帝国の預言を語っていました。

3. 第三の獣は、ひょうに似ている、ギリシア
帝国の預言を語っていました。

4. 第四の獣は、この世の動物に当てはめる
ことができない、七つの頭と十本の角を
持っている大変恐ろしい獣で、ローマ帝国
と終末の覇権国の預言を語っていました。

5. 十本の角の中から出て来た小さな角は、
反キリストです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの国々は、すべて地中海付近を支

配した国々です。黙示録13章1節で、「十
本の角と七つの頭とがあった」とは、竜で
あるサタンにそっくりな反キリストです。サ
タンは七つの冠をかぶっていましたが、獣
である反キリストは「その角には十の冠が
あり」、その冠の数は異なると記されてい
ます。

黙示録13章2節、「私の見たその獣は、
ひょうに似ており、足は熊の足のようで、
口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」

2節の、「その獣は、ひょうに似ており、
足は熊の足のようで、口は獅子の口のよう
であった」という記述は、ダニエル書7章

黙示録13章1節、「また私は見た。海
から一匹の獣が上って来た。これには十本
の角と七つの頭とがあった。その角には十
の冠があり、その頭には神をけがす名が
あった」
「私は見た。海から一匹の獣が上って来
た」との記述は、ダニエル書で語られてい
る4匹の獣の一つです。

ダニエル7章2節から8節、「ダニエル
は言った。『私が夜、幻を見ていると、突
然、天の四方の風が大海をかき立て、四
頭の大きな獣が 海から上がって来た。
……第一のものは獅子のようで、……熊
に似たほかの第二の獣が現れた。……こ
の後、見ていると、また突然、ひょうのよ
うなほかの獣が現れた。……その後また、
私が夜の幻を見ていると、突然、第四の
獣が現れた。それは恐ろしく、ものすごく、
非常に強くて、大きな鉄のきばを持ってお
り、食らって、かみ砕いて、その残りを足
で踏みつけた。これは前に現れたすべての
獣と異なり、十本の角を持っていた。私が
その角を注意して見ていると、その間から、
もう一本の小さな角が出て来たが、その角
のために、初めの角のうち三本が引き抜か
れた。よく見ると、この角には、人間の目
のような目があり、大きなことを語る口が
あった』」

ダニエル書7章で、四つの幻が与えられ
ています。ダニエルの幻の中で、地中海か

ヨハネの黙示録　13章10節

神殿の丘（エルサレム）

黙示録17章12節と13節、「あなたが
見た十本の角は、十人の王たちで、彼ら
は、まだ国を受けてはいませんが、獣とと
もに、一時だけ王の権威を受けます。この
者どもは心を一つにしており、自分たちの
力と権威とをその獣に与えます」

サタンは歴史の中で、イスラエルを圧迫
した七つの国々を支配した冠で、反キリス
トは終末に現れる十人の王たちの国々を支
配するゆえ十の冠です。大患難時代に立
ち上がる、合併した国々の十人の王は心
を一つにして、反キリストに権威を与えま
す。いよいよ、サタンと反キリストが世界
を支配する、恐ろしい時代に入ります。

黙示録13章3節と4節、「その頭のうち
の一つは打ち殺されたかと思われたが、そ
の致命的な傷も直ってしまった。そこで、
全地は驚いて、その獣に従い、そして、竜
を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜だか
らである。また彼らは獣をも拝んで、『だ
れがこの獣に比べられよう。だれがこれと
戦うことができよう」と言った』」

3節で反キリストが、「その頭のうちの
一つは打ち殺されたかと思われたが、その
致命的な傷も直ってしまった」という状況
が起こりました。また一方、黙示録5章6
節では、「ほふられたと見える小羊が立っ
ているのを見た」と、イエス様の状況が描
写されています。
「ほふられたと見える」ということばと、13
章3節の、「打ち殺されたかと思われる」と
いうことばが同じように使われています。
神の小羊であるイエス様は、確実にほふら
れました。ここで、獣である反キリストの
七つの頭の一つが確実に死んだと考えられ
ます。ところが、その致命的な傷も治って
しまい、生き返ったことが語られています。
この傷のための療養期間などはなく、彼は
すぐに立ち上がって動き始めたのです。

七つの頭は、歴史の中では六つまでは
成就しています。それゆえ大患難時代の期
間、一つの頭が一旦殺されると思われます。
神様によって、特別に油注がれた伝道師
である二人の証人を殺して、世界中からあ
がめられていた反キリストですが、二人の
証人は復活して召天しました。その後、エ
ルサレムに激しい地震が起こり、都の10
分の1が破壊され、7千人が死ぬという恐
ろしい出来事が起こりました。そこでよう
やく人々は天の神を恐れ、心を神様に向け
ることができるようになったのです。それ
ゆえサタンは反キリストを一旦死なせて、
生き返らせようとしたのでしょう。

神様を恐れていた人々は、生き返った反
キリストを見て、13章3節と4節で、「全
地は驚いて、その獣に従い、そして、竜を
拝んだ」と言っています。反キリストを生き
返らせたのがサタンなので、竜を拝んでい
るのです。人々の心は神様への恐れから、
サタン礼拝へと移ります。4節で、「獣に
権威を与えたのが竜だからである。また彼
らは獣をも拝んで、『だれがこの獣に比べ
られよう。だれがこれと戦うことができよ
う』と言った」、この出来事は、ダニエル書
にも書かれています。

ダニエル書11章のみことばは、35節ま
で紀元前（BC）の預言が語られていますが、
36節から大患難時代の反キリストの預言
に変わっています。ダニエル書11章41節、

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる。しかし、エドムとモアブ、またア
モン人のおもだった人々は、彼の手から逃
げる」

「彼は麗しい国に攻め入り、多くの国々が
倒れる」という麗しい国とはイスラエルの
ことです。そして「多くの国々が倒れる」と
いうのは世界大戦です。ほとんどの国々が、
反キリストの配下に置かれる時、「エドム
とモアブ、またアモン人のおもだった人々
は、彼の手から逃げる」という不思議なこ
とが起こっています。

これは黙示録12章で、イスラエルの民
がボツラに逃げる時です。エドム、モアブ、
そしてアモン人とは、ヨルダン国の人々の
ことです。エドムとは、ヤコブの兄のエサ
ウの子孫で、モアブ人とアモン人はアブラ
ハムの甥のロトの子孫たちです。このエド
ムの地に、イスラエルの民が逃げ込むボツ
ラがあります。

世界中が、反キリストの配下につく時、
イスラエルの民が逃げなければならない時、
ヨルダン国だけが反キリストの配下につい
ていないとは奇跡としか考えられません。

「鷲の翼に乗せる」というみことばを思い出
します。現在、ヨルダン国には、5％のク
リスチャンがいると言われています。彼ら
は、「イスラエルが逃亡してきた時の用意
をしている」と言っています。麗しい国イス
ラエルに、反キリストが攻めてくる時、イ
スラエルの民は、古代の親戚たちに助けら
れて逃亡するのです。

（P.8へ続く）

に出てきた獣に似ています。七つの頭と十
本の角を持つ獣はローマを表し、ひょうは
ギリシア、熊はメディアとペルシア、獅子
はバビロンを表します。どの帝国もイスラ
エルを圧迫して苦しめた国々です。

大患難時代の覇権国に関する黙示録13
章の獣は、イスラエルの国を苦しめた国々
の性格を持っている獣です。多くの神学者
が、七つの頭を「7人のローマ皇帝」だと
考 えてい ま す。ま た、別 の 神 学 者 は、
BC753年からのローマ帝国の統治の変動
だと見なしています。

聖書からは黙示録12章で言及したよう
に、竜の七つの頭と七つの冠は以下の通
り、①エジプト、②アッシリヤ、③バビロン、
④メディアとペルシア、⑤ギリシア、⑥ロー
マ、⑦終末の合併国（世界統一国家）と考
えます。

これらは、すべてイスラエルを苦しめた
国々で、終末にイスラエルを亡き者にしよ
うとするのは、やはり反キリストに付く
人々です。十本の角と十の冠は、終末に
合併する国々の王を表していることを、12
章でお話ししました。

黙 示 録13章2節で、「竜はこの獣に、
自分の力と位と大きな権威とを与えた」と
あります。竜であるサタンは、自分が王で
あり神でありたいという高ぶりと偽りに満
ちた者です。その竜が「自分の力と位と大
きな権威を与えた」と言う反キリストとは
何者なのでしょう。

18節で、「あなたがたが反キリストの来
ることを聞いていたとおり」とあります。こ
の反キリストが、ヨハネの黙示録（以下、
黙示録）13章に出てくる獣である反キリス
トです。また、ヨハネの手紙 第一2章18
節で、「今や多くの反キリストが現れてい
ます」と書かれているのは、キリストに反
する多くの人々が出現してきたということ
を示しているのです。

獣である反キリスト
（新改訳第3版使用）

ヨハネの手紙 第一2章18節、「小さい
者たちよ。今は終わりの時です。あなたが
たが反キリストの来ることを聞いていたと
おり、今や多くの反キリストが現れていま
す。それによって、今が終わりの時である
ことがわかります」

反キリストは、英語で定冠詞の「The」
が付いており、終わりの日に現れる特定の
人物の反キリストのことを指します。一方、

「多くの反キリスト」とは、いつの時代にも
出現し、22節に、「御父と御子を否認する
者、それが反キリストです」とあるように、
イエス・キリストや教会の聖徒たちに反抗、
反逆するような人々のことです。

ここに聖徒の忍耐と信仰がある

ここで、「おまえの子孫と女の子孫との
間に」と語られている、「おまえの子孫」に
注目してください。十字架に架かったと見
られる1世紀の人の骨が今も発掘されてい
ますが、そのかかとには釘が刺さっていた
そうです。かかとの骨は強く、そこに釘を
刺しても外れることはなく、最も苦しいが
命にかかわらないため、ローマ帝国が十
字架に架ける者の足に釘を刺す時は、か
かとに刺していたと考古学者によって証明
されています。(参照：Living in the Time of Jesus 
of Nazareth by Peter Connolly 51 Page)

創世記3章15節に戻りますが、「○○
と○○」と言う場合は同等を示しています。
例えば、「AとB」、「1と2」などのように、

「女の子孫」が聖霊様によって奇跡的な形
で男の子が産まれたのなら、「おまえの子
孫」と言う場合も奇跡的な形で男の子を産
むということになります。サタンが聖霊様
のような力で女性を妊娠させ、男の子が
生まれるということは私たちには信じがた
いことです。しかし、聖書がそのように
語っているのなら必ずそのようになります。
「おまえの子孫」と言われたサタンの子孫
が生まれます。その子が反キリストである
と考えられています。それゆえ、竜である
サタンと、獣である反キリストの関係はよ
く似ているのです。サタンは、支配者が持
つ冠ディアデマを七つかぶっていますが、
反キリストは、十のディアデマの冠をか
ぶっています。

0908

ダニエル書11章42節と44節から45
節で、「彼は国々に手を伸ばし、エジプト
の国ものがれることはない」、「しかし、東
と北からの知らせが彼を脅かす。彼は、
多くのものを絶滅しようとして、激しく
怒って出て行く。彼は、海と聖なる麗しい
山との間に、本営の天幕を張る。しかし、
ついに彼の終わりが来て、彼を助ける者は
ひとりもない」

エジプトは反キリストから逃れられませ
ん。そして、東と北からの知らせが反キリ
ストを脅かします。聖書で東はバビロンを
表しており、現イラク近辺です。北は現シ
リア近辺を表しています。ここで十人の王
のうち、エジプト、イラク、そしてシリア
の3人の王が倒れる結果になると考えられ
ます。

45節で、「彼は、海と聖なる麗しい山と
の間に、本営の天幕を張る」というのは、
反キリストがエルサレムと地中海の間に本
営を置くということでしょう。そして、神
殿の丘に居座ることを語っていると考えら
れます。この時の戦いで、45節では「つい
に彼の終わりが来て、彼を助ける者はひと
りもない」と、反キリストが死んでしまう結
果を語っています。ところが、彼は生き返
ります。これが、イスラエルの民がヨルダ
ンのボツラに逃げる、大患難時代の中間
で起ることです。

そして現在、多くの人々が医学の進歩に
よって、一旦死んで生き返ることが起こっ
ています。この時にサタンはこれらの医学
を使って、二人の証人が復活したように、
反キリストを復活したかのように見せかけ、
人々の心を自分に向けさせようとするで
しょう。

全世界が一つの国となる
黙示録13章5節から7節、「この獣は、

傲慢なことを言い、けがしごとを言う口を
与えられ、四十二か月間活動する権威を
与えられた。そこで、彼はその口を開いて、
神に対するけがしごとを言い始めた。すな
わち、神の御名と、その幕屋、すなわち、
天に住む者たちをののしった。彼はまた聖
徒たちに戦いをいどんで打ち勝つことが許
され、また、あらゆる部族、民族、国語、
国民を支配する権威を与えられた」

5節で、「この獣は、傲慢なことを言い、
けがしごとを言う口を与えられ、四十二か
月間活動する権威を与えられた」とありま
す。3年半すなわち42か月の間、獣は傲
慢なことを言い、汚し事を言い、神をのの
しることが許されます。神様の許しがなけ
れば、誰も何もできません。6節では、

「そこで、彼はその口を開いて、神に対す
るけがしごとを言い始めた。すなわち、神
の御名と、その幕屋、すなわち、天に住
む者たちをののしった」のです。彼の口か
ら出るののしりのことばを人々は信じ、惑
わされます。

また、獣は天に住む者をも、ののしって
います。彼の邪魔をしているわけでもない
のに、なぜののしっているのでしょう。恐
らく、すでに天に昇っていった人々が残し
ていった多くの書物や映像などの証しを見
て救われる人々が続々起こっていることに
対して、腹を立ててののしっているのだと
思えます。

7節で、「彼はまた聖徒たちに戦いをい
どんで打ち勝つことが許され」、というのは、
多くの人々が反キリストのことばに惑わさ
れ、真の神様を信じる聖徒たちを殺すこと

が許されるということを示しています。こ
こからの殉教者の数は、想像を絶するも
のだと考えられます。

黙示録9章4節で、「ただ、額に神の印
を押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された」と書かれていますから、
7章で額に神の

いん

印が押された14万4千人
の伝道師と、もしも教会がこの時にも地上
にいるのであれば、聖霊のしるしが押され
て い ま す か ら 守 ら れ ま す（エ ペ1:13、
4:30）。しかし、もし教会が守られなかっ
たのなら、黙示録3章10節で、「あなた
が、わたしの忍耐について言ったことばを
守ったから、わたしも、地上に住む者たち
を試みるために、全世界に来ようとしてい
る試練の時には、あなたを守ろう」、との
みことばがうそになります。神様は決して、
うそはつかれません。

黙示録7章9節で、「その後、私は見た。
見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語
のうちから、だれにも数えきれぬほどの大
ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝
を手に持って、御座と小羊との前に立って
いた」と書かれています。これは、世界中
の異邦人殉教者たちのことです。この人々
は教会ではなく、大患難時代の中で救わ
れた人々です。また、7章14節では、「彼
らは、大きな患難から抜け出て来た者たち
で、その衣を小羊の血で洗って、白くした
のです」と言われています。彼らは大患難
時代に、死に至るまで忠実であった人々な
のです。

そして、黙示録13章7節では、獣であ
る反キリストは、「あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられた」
のです。ここで獣に世界中を支配する権威
が与えられ、世界が一つの国となります。

　

黙示録13章8節から10節、「地に住む
者で、ほふられた小羊のいのちの書に、
世の初めからその名の書きしるされていな
い者はみな、彼を拝むようになる。耳のあ
る者は聞きなさい。とりこになるべき者は、
とりこにされて行く。剣で殺す者は、自分
も剣で殺されなければならない。ここに聖
徒の忍耐と信仰がある」

　　
8節で、「地に住む者で、ほふられた小

羊のいのちの書に、世の初めからその名
の書きしるされていない者はみな、彼を拝
むようになる」と言われています。これは、
全知全能の神様が、誰がイエス様を信じ
るようになるのかをよくご存知の上で、

「小羊のいのちの書」に名前を書き記され
ているのだと思われます。この書に名が書
き記されていない者は皆、反キリストを神
のように拝むようになる、ということです。

ここで、ダニエル書9章27節のみこと
ば、「荒らす忌むべき者が翼に現れる」と
預言されています。神殿を荒らす忌むべき
者であるサタンを父なる神とし、自分を神
の子として、世界中の人々が彼を拝むよう
に強制するということが成就します。黙示
録13章9節で、「耳のある者は聞きなさ
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ユダヤ人で、イエス・キリストを信じる

メシアニック・ジューの神学者、神学博士
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しています。創世記3章15節、「わたしは、
おまえと女との間に、また、おまえの子孫
と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のか
かとにかみつく』」というこのみことばは、
サタンがへびを使ってアダムとエバをそそ
のかして罪を犯させた後、神様がサタンに
告げた預言です。

15節で、「おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に」という
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語られていますが、「女の子孫」と言うこと
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が「女の子孫」を追い掛けるというこの二
箇所のみです。

クリスチャンはイエス・キリストの出生
が、男性の精子なしで聖霊様によって身ご
もった処女からお生まれになったことを
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踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつ
く」（3:15）という預言が後に成就します。
頭を砕かれると命にかかわりますが、かか
とにかみつかれても命にはかかわりません。
それゆえ、創世記3章15節は「最初の福
音（原福音）」と言われています。

Photo by Jackson David on Unsplash

同じような預言が、ダニエル書にも記さ
れています。ダニエル書7章23節と24節、

「彼はこう言った。『第四の獣は地に起こる
第四の国。これは、ほかのすべての国と異
なり、全土を食い尽くし、これを踏みつけ、
かみ砕く。十本の角は、この国から立つ
十人の王。彼らのあとに、もうひとりの王
が立つ。彼は先の者たちと異なり、三人
の王を打ち倒す」

23節で、「第四の獣は地に起こる第四
の国。これは、ほかのすべての国と異なり、
全土を食い尽くし、これを踏みつけ、かみ
砕く」、この箇所はイエス様の時代のロー
マ帝国のことを語っています。しかし、
ローマ帝国においては、この預言は一部
分しか成就していません。ローマ帝国は、
第三の獣であるギリシアほど広大な土地を
占領していません。23節の、「全土を食い
尽くし、これを踏みつけ、かみ砕く」とい
う預言の成就は、まだ未来のことです。人
類の歴史の中で、世界全土を支配した国
は、まだありません。

24節で、「十本の角は、この国から立
つ十人の王。彼らのあとに、もうひとりの
王が立つ。彼は先の者たちと異なり、三
人の王を打ち倒す」と言っています。黙示
録と同じ預言です。十人の王の後に、もう
一人の王が立つというその人が反キリスト
です。
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たゆまず祈り続ける

2022年5月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

尊い主の御名を賛美いたします。

わがたましいよ　主をほめたたえよ。
私のうちにあるすべてのものよ
聖なる御名をほめたたえよ。
わがたましいよ　主をほめたたえよ。
主が良くしてくださったことを何一つ忘れるな。
主は　あなたのすべての咎を赦し
あなたのすべての病を癒やし
あなたのいのちを穴から贖われる。
主は　あなたに恵みとあわれみの冠をかぶらせ
あなたの一生を　良いもので満ち足らせる。
あなたの若さは　鷲のように新しくなる。

詩篇103篇1 ～ 5節

聖書のみことばの約束は、地上生涯だけではなく、天上における永遠の命に対する約束です。
私たちは、死ぬのではなく、滅びるのではなく、神と共に永遠に生きる者とされました。私たちは、
私たちのすべての

とが

咎が赦され、神の恵みと愛を毎日頂くことのできる神の子どもとされました。
神の子どもは、やがて、父なる神の愛のうちに完全に一つとされ、天地創造の初めの神の計画は
完成します。

永遠のいのちとは、唯一のまことの神であるあなたと、あなたが遣わされたイエス・キリストを
知ることです。

ヨハネの福音書17章3節

今月も王なる主の再臨に備え、共に待ち望み、尊い主の御名を賛美します。
父なる神の大いなる愛が日本に注がれ、御子なる主イエスの恵みが惜しみなく広がり、聖霊の

あふれる賜物とあわれみと助けが世界の人々の上にありますよう、たゆまず祈り続けてまいりたい
と思います。

ウェブサイトのご案内

幕屋や神殿は天のひな型です。
そのすべてがイエス様を表しています。

神様の御許に戻れるように、神様は「シャカイナ
グローリー」の栄光に私たちが包まれるというご
計画を進められました。

近代史から現代社会で起こった
出来事を、聖書の舞台である中
東に焦点を当てて分かりやすく
解説します。

7年間の大患難時代の終わりに、
イエス・キリストは再び地上に来
られます。

聖書を熟知した方にも、
入門編として学ぶ方にも
最適なセミナーです。

1.｠黙示録学習の基礎とダニエルの七十週（68分）
2.｠7つの封印と終末の伝道師たち（68分）
3.｠反キリスト（68分）
4.｠イスラエルの悔い改めと再臨（64分）

さらに終末預言の学びを深めるために
栄子・スティーブンスの分かりやすいオメガバイブル教材

栄子・スティーブンスによる分かりやすく学べる
小冊子、CD、DVDがお求めいただけます！

TEL＆FAX：
06-6777-2117
Eメール：
book@omega.or.jp
オメガオンラインショップ　
https://omega.or.jp/shuppan/

ご注文・お問い合わせ

黙示録セミナー
ハイライトLive 
CDまたはDVD

CD｠or DVD

定価￥4,000（税込）

￥450（税込）

荒野の幕屋の中に見る
イエス様

10冊以上ご注文で1冊

￥270（税込）

定価￥330（税込）

￥300（税込）

期間限定｠再版特別価格
神の栄光
シャカイナグローリー

10冊以上ご注文で1冊

￥270（税込）

定価￥330（税込）

10冊以上ご注文で1冊

￥300（税込）

終末の時代と
イスラエルを取り囲む
世界情勢

4枚組、テキスト付き
定価￥550（税込）
10冊以上ご注文で1冊

￥495（税込）

イエス・キリストは
もう一度来られる
～黙示録ダイジェスト～

定価￥770（税込）

￥693（税込）

一般社団法人 オメガ・ジャパン

出版物のご案内

オメガ出版 

オメガ月刊教材「ニュースレターBride」
バックナンバーがHPより無料でお読みいただけます。

ココをクリック
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栄子・スティーブンス師とアメリカの教会を覚えて
　栄子師のアメリカの教会での終末セミナー、執筆活動とシャ
ロームニッポンの対談の上に、主の油注ぎと祝福が満ちあふれます
ようお祈りください。合わせて、アメリカの情勢の安定のためにも
お祈りください。また、ご主人のビル師の体力が向上し、ご夫妻が
日々主の守りと平安の中で過ごせますよう引き続きお祈りください。

オメガバイブル教材出版のために
　現在、新刊小冊子出版と、『栄子・スティーブンスの黙示録1日
1章』のCD発売に向けて準備をしております。すべての工程が守
られ進められますようとりなし祈りをよろしくお願いいたします。

オメガオンラインショップのコンビニ決済導入のために
　オメガオンラインショップサイトで、コンビニ決済導入を進め
ております。すべての作業がスムーズに整いますように。オメガ
バイブル教材がさらに購入しやすくなり日本の多くの方々に
ご活用いただけますよう、また小冊子やCD教材等を通して、主の
大いなるご計画と愛に触れる方々が起こされていきますよう、共に
お祈りください。

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

2／24以前のウクライナ

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。　ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン
O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r 121

2022 MAY. issue
n°

─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

Omega Japan

Contents
大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

横田 聖子10

11

たゆまず祈り続ける

WEBサイトオメガバイブル教材のご案内

12 祈りの課題 他

03

07

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.23 未来の預言―その15

獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成

キーウの橋の下に避難するウクライナ人難民（2022.3.5）

栄子・スティーブンス

02 平和を求める祈り

ベストセラー小冊子のご案内

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

1

祈りの課題

2

3

4

現在のウクライナ情勢を覚えて
　美しいウクライナの町（Brideの表紙）が現在、荒廃し、想像を
絶する多くの死者や犠牲者が出ています。世界中の人々がこの
戦いの動向を見つめ、終息を願い祈っています。今月も皆様と共に、
ウクライナを始め世界の国々を覚え、イスラエルと日本の救いを
とりなし祈ってまいりたいと思います。

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584

(C)Mvs.gov.ua Creative Commons Attribution 4.0 International

オメガビジョン4ステップ

創世記から黙示録を貫く、神の
マスタープラン（人類救済計画）
を知り、神の日時計であるイス
ラエルの歴史を軸に、聖書預言
の成就を学び、今がどんな「時」
なのかを知ることから始めます。

そして、神のマスタープランと
「時」を知ることにより、教会
（キリストの体）が今の時代に
おける役割を担い、日本、アジア、
イスラエル 、そしてすべての
国々の救いのために祈ります。

キリストの体である教会に、日
本、アジア、イスラエル、そして
すべての国々から召し出された
神の民が、真の一致をもって
つながることを目指します。

神のマスタープランとイスラエル
の平和のために祈る重要性を
伝え、イエス・キリストが再び
地上に来られるという「再臨の
福音」を、すべての人 に々伝えます。

（TEL＆FAX　06-6227-2117、Ｅメール　info@omega.or.jp）
祈りの指針として終末時代について学ぶ分かりやすいオメガ出版の教材をどうぞご活用ください。

Step 1 「知る」 Step 2 「祈る」 Step 3 「つながる」 Step 4 「伝える」

オメガ出版
日本シリーズ 5

シャロームニッポン
Special Booklet付き

ニッポン

(C)Ministry of Foreign Affairs of Ukraine



日
本
シ
リ
ー
ズ
5

ニ
ッ
ポ
ン

輪
嶋
東
太
郎

栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス

シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン

2022年5月発行

2022 MAY. issue

Profile

日本CGNTV『シャロームイスラエルSeasonⅡ』

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。
1996年 B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース日本支部局）設立。
2008年 B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
アメリカ帰国後は、執筆活動に専念する傍ら、毎年、来日講演及びセミナーを行い幅広く活躍する。
2019年～2020年、エルサレムとペトラ（ヨルダン）現地ホテルにて終末論セミナーを開催。

日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演講師。
幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」ことをテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている
神の器。

栄子・スティーブンス

幼少期に茶道、能楽を習い、子方として多くの舞台を踏む。10歳でオペラと衝撃的な出会いを果たし、子どもの頃の夢は「スカラ座の裏方になること」
であった。｠
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遂
に
、
い
よ
い
よ

シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
! 

輪
嶋　

栄
子
先
生
、今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栄
子　

こ
ち
ら
こ
そ
！

輪
嶋　

前
回
の
先
生
と
の「
先
祖
」に
関
す
る
お
話
し
、

返
す
返が

え

す
本
当
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
後

日
談
に
な
る
の
で
す
が
、
実
は
私
の
中
に
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
の
で
す
よ
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
ご
先
祖

と
の
向
か
い
合
い
方
と
祈
り
方
の
変
化
な
ん
で
す
。

栄
子　

あ
ら
、
早
速
に
？

輪
嶋　

そ
う
な
ん
で
す
、
効
果
て
き
め
ん
で
し
ょ
？

（
笑
）。
毎
日
の
祈
り
の
中
に「
艱か

ん
な
ん
し
ん
く

難
辛
苦
を
超
え
、

私
に
命
を
つ
な
い
で
く
れ
た
先
祖
が
い
て
、
今
日
こ

う
し
て
こ
の
命
が
あ
り
、
イ
エ
ス
様
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
先
祖
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
先
祖
の
た
め

に
も
、
思
い
切
り
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
、
ま
す
ま
す

主
の
恵
み
に
よ
り
頼
み
な
が
ら
毎
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
、
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
」と
祈
る

こ
と
の
で
き
る
自
分
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
、

お
墓
に
行
か
ず
と
も
毎
日
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
、
朝

に
晩
に
祈
り
と
し
て
神
に
捧
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

栄
子　

素
晴
ら
し
い
わ
！

輪
嶋　

そ
し
て
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
心
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た「
俺
が
先
祖
を
背
負
わ
な

け
れ
ば
」と
い
っ
た
思
い
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
何
と

な
く
軽
く
な
っ
た
の
で
す
。

栄
子　

解
放
さ
れ
る
。
そ
れ
、
も
の
凄
い
こ
と
だ
っ

て
分
か
る
、
輪
嶋
さ
ん
？

輪
嶋　

先
生
の
そ
の
お
顔
を
見
て
い
る
と
、
凄
い
こ

と
な
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
思
い
ま
す
け
ど（
笑
）。

栄
子　

凄
い
こ
と
な
の
よ
。
神
様
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
民
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
出
さ
せ
た
で
し
ょ
？ 

あ
れ

は
、
神
様
は
彼
ら
を
奴
隷
の
身
か
ら
解
放
し
た
っ
て

こ
と
で
し
ょ
？ 

そ
し
て
、
自
分
の
民
と
し
て
、
つ

ま
り
神
を
礼
拝
す
る
民
に
す
る
た
め
に
、
あ
の
荒
野

を
越
え
さ
せ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
戻
し
た
の
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

彼
ら
に
は
毎
年
過
ぎ
越
し
の
お
祭
り
を
し
て
、
種
無

し
パ
ン
と
屠ほ

ふ

っ
た
子
羊
を
食
べ
る
過
ぎ
越
し
の
お
食

事
を
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
、
今
で
も
彼
ら
が
そ

れ
を
守
っ
て
い
る
。

輪
嶋　

ア
ー
メ
ン
で
す
。
イ
エ
ス
様
の
最
後
の
晩
餐

が
、
ま
さ
に
あ
の
過
ぎ
越
し
の
お
食
事
会
だ
っ
た
の

で
す
も
ん
ね
。

栄
子　

あ
の
章
を
日
本
語
聖
書
の
表
記
は「
出
エ
ジ

プ
ト
記
」と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
は
エ

ク
ソ
ド
ス
、
と
い
う
単
語
で
、
こ
れ
は
一
義
的
に
は

「
出
発
、
脱
出
」と
い
う
意
味
で
す
が
、
そ
れ
は「
過

去
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
出
る
」こ
と
で
す
か
ら
、
結

果
と
し
て「
以
前
の
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
」と
い
う

意
味
も
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
イ

エ
ス
様
の
時
代
の
記
述
で
マ
タ
イ
の
福
音
書
17
章
、

ル
カ
の
福
音
書
9
章
の
、
変へ

ん
ぼ
う貌

山
の
お
話
が
あ
る
で

し
ょ
？

輪
嶋　

は
い
、
ペ
テ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
、
ヤ
コ
ブ
の
三
人

が
目
撃
し
た
、
あ
れ
で
す
ね
。
イ
エ
ス
様
が
、
モ
ー

セ
と
エ
リ
ヤ
と
三
人
で
イ
エ
ス
様
の「
ご
最
期
」に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
た
と
い
う
件く

だ
り。

栄
子　

そ
う
そ
う
。
そ
の「
ご
最
期
」と
日
本
語
の
訳

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
単
語
が「
エ
ク
ソ
ド
ス
」な

の
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
脱
出
、
解
放

さ
れ
た
時
は
、「
奴
隷
の
身
分
」か
ら
の
解
放
で
し
た
。

で
も
イ
エ
ス
様
の
エ
ク
ソ
ド
ス
は
、
私
た
ち
を「
罪

の
奴
隷
」か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

エ
ジ
プ
ト
人
か
ら
神
様
に
、「
ご
主
人
様
を
代
え
た
」

よ
う
に
、
こ
の
世
を
支
配
す
る
サ
タ
ン
か
ら
イ
エ
ス

様
に
ご
主
人
様
を
代
え
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
っ
て
こ

と
で
す
よ
ね
。

輪
嶋　

あ
ー
、
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。

Photo by Joshua Earle on Unsplash
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栄
子　

前
回
の
お
話
に
少
し
関
わ
る
ん
だ
け
ど
、
私

た
ち
の
人
生
で
、
神
様
に
１
０
０
％
の
信
頼
を
寄

せ
ら
れ
な
い
と
、
ど
う
し
て
も
神
様
以
外
の
も
の

に
頼
っ
て
し
ま
う
。
お
金
、
地
位
、
権
力
を
始
め
、

目
に
見
え
る
も
の
。
あ
と
は
身
近
な
人
や
、
も
っ
と

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
分
、
と
い
う
の
も
そ
の
中
に

入
り
ま
す
ね
。
そ
れ
は
頼
っ
て
い
る
う
ち
に「
依
存
」

す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
進
む
と
、
知
ら
ず
知
ら

ず
そ
れ
に
束
縛
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

輪
嶋　

全
く
だ
…
。

栄
子　

輪
嶋
さ
ん
が
さ
っ
き「
解
放
さ
れ
た
感
じ
」っ

て
お
っ
し
ゃ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
が
、
ま
さ
に
束
縛
か

ら
解
放
さ
れ
る
神
様
の
御み

ち
か
ら力
だ
な
ー
っ
て
思
っ
た
ん

で
す
。
神
様
は
、
私
た
ち
を
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
束

縛
か
ら
解
放
し
て
く
だ
さ
る
お
方
。
私
た
ち
の
魂
を
、

罪
や
罪
悪
感
な
ど
か
ら
も
解
放
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

輪
嶋　

そ
の
通
り
で
す
、
全
く
。
そ
れ
、
今
も
の
凄

く
実
感
し
ま
す
。
そ
し
て
面
白
い
の
が
こ
の
よ
う
な

心
の
あ
り
方
で
、
今
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
全
く
ど
こ
に
も
、
居
心
地
の
悪
さ
、
つ
ま
り
先

祖
に
対
し
て
罪
悪
感
や
後
悔
の
念
の
よ
う
な
も
の
が

皆
無
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
感
覚
な
ん
で
す
。
む
し

ろ
以
前
よ
り
、
先
祖
の
こ
と
を
感
謝
で
き
る
よ
う
に

な
り
な
が
ら
、
な
ん
と
な
く
先
祖
と
の
向
き
合
い
方

が「
直
」で
は
な
く
、
先
祖
と
、
な
ん
て
言
え
ば
い
い

か
な
、
あ
、
神
様
と
の
三
角
関
係（
笑
）。
こ
れ
ま
で
、

先
祖
に
お
祈
り
し
て
い
た
時
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ

は
私
と
先
祖
の
直
の
関
係
だ
っ
た
の
で
す
が
、
先
祖

へ
の
感
謝
も「
神
様
経
由
」に
な
っ
た
み
た
い
な
。
そ

れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
で

も
、
私
自
身
と
っ
て
も
軽
や
か
に
、
春
の
風
の
よ
う

に
爽
や
か
で
、
ウ
キ
ウ
キ
す
る
よ
う
な
感
覚
な
の
で
す
。

栄
子　

本
当
に
素
晴
ら
し
い
わ
!! 

シ
ャ
ロ
ー
ム

ニ
ッ
ポ
ン
の
対
談
や
っ
て
良
か
っ
た
わ
ね
ー
、
輪
嶋

さ
ん
。

輪
嶋　

い
や
ー
本
当
に
。
何
か
自
分
の
た
め
に
先
生

の
お
時
間
を
頂
い
て
い
る
感
じ
で
す
。
読
者
の
皆
様

に
怒
ら
れ
そ
う（
笑
）。

死
生
観
。
命
。。。

輪
嶋　

さ
て
さ
て
、
ま
た
い
つ
も
の
よ
う
に
前
置
き

が
長
く
な
り
ま
し
た
が
。

栄
子　

こ
う
い
う
前
置
き
な
ら
大
歓
迎
で
す
よ（
笑
）。

輪
嶋　

前
回
の「
先
祖
」、「
お
墓
」の
こ
と
か
ら
、
も

う
一
歩
先
に
目
を
向
け
た
時
、
日
本
人
の
死
生
観
に

つ
い
て
、
こ
の
対
談
で
も
そ
こ
を
避
け
て
通
れ
な
い

な
、
と
い
う
思
い
が
与
え
ら
れ
た
ん
で
す
。

栄
子　

そ
う
よ
ね
、
い
よ
い
よ
、
っ
て
感
じ
ね
。

輪
嶋　

日
本
人
は
死
に
対
し
て
一
種
の
美
学
を
も
っ

て
い
ま
す
よ
ね
。
美
し
く
散
る
、
と
い
う
よ
う
な
。

前
に
一
度
お
話
し
に
出
て
き
た
オ
ペ
ラ「
蝶
々
夫
人
」

は
、
彼
女
の
切
腹
の
シ
ー
ン
を
も
っ
て
全
曲
の
幕
が

降
り
る
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
彼
女
は
父
が
残
し
た

言
葉
を
口
に
す
る
の
で
す
、「
誇
り
を
も
っ
て
生
き

ら
れ
な
い
者
は
、
誇
り
を
も
っ
て
死
ぬ
べ
し
」
っ
て
。

死
は
誰
で
も
怖
い
も
の
、
っ
て
正
直
な
と
こ
ろ
感
じ

て
い
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
１
０
５
歳
ま
で
生

き
ら
れ
た
聖
路
加
病
院
の
名
誉
院
長
だ
っ
た
日
野
原

重
明
先
生
の
、
人
生
最
後
の
ご
本
を
聞
き
書
き
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
、
あ
の
日
野

原
先
生
で
も
、「
死
が
怖
い
、
そ
れ
は
未
知
な
る
も

の
だ
か
ら
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
日
本
人
は
自
ら
進
ん
で
そ
の
命
を
投

げ
出
す
こ
と
の
で
き
る
民
族
な
の
だ
な
と
思
い
ま
す

ね
。
命
を
失
っ
て
も
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
も
の
の

た
め
に
は
、
命
も
惜
し
い
と
思
わ
な
い
、
み
た
い
な
。

忠
臣
蔵
で
有
名
な
大
石
内
蔵
助
が
長
い
間
私
の
中
で

ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
の
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
死
に
対
す

る
美
学
、
美
し
い
も
の
の
た
め
に
は
命
を
惜
し
ま
な

い
と
い
う
姿
で
し
た
。

栄
子　

日
本
人
の
死
生
観
と
い
う
の
は
、
確
か
に
独

特
な
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
死
生
観

は
そ
の
民
族
の
長
い
文
化
の
中
で
形
成
さ
れ
る
も
の

で
す
し
ね
。
た
だ
死
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、
何
も
日
本
人

に
限
定
し
て
話
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
う

の
で
す
。
だ
っ
て
、
人
間
は
死
亡
率
１
０
０
％
な
の

だ
か
ら
。
そ
し
て「
死
」を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
取

り
も
直
さ
ず
、
ど
う「
命
」を
捉
え
、
ど
う
生
き
る
か

に
直
結
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
こ
の
地

上
で
の
時
間
を
、
頂
い
た
命
に
感
謝
し
て
、
本
当
の
意

味
で
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、
ど
う
生
き
れ
ば
い
い
か
…
。

そ
の
答
え
が
見
え
て
く
る
、
と
っ
て
も
大
切
な
テ
ー

マ
な
の
で
す
。
聖
書
に
は
、「
人
間
に
は
、
一
度
死

ぬ
こ
と
と
死
後
に
さ
ば
き
を
受
け
る
こ
と
が
定
ま
っ

て
い
る
」（
ヘ
ブ
ル
９
・
27
）と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
一
度
っ
て
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
テ
ー
マ
で「
味
噌
」っ

て
言
う
の
は
変
だ
け
れ
ど
。

輪
嶋　

す
ご
い
ジ
ョ
ー
ク
、
座
布
団
３
枚
く
ら
い
で

す（
笑
）、
で
も
ミ
ソ
も
す
で
に
国
際
語
で
す
か
ら（
笑
）

栄
子　

日
野
原
先
生
は
特
別
ご
長
寿
だ
っ
た
け
れ
ど
、

今
日
本
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
に
な

り
ま
し
た
ね
。
確
か
国
民
の
30
％
く
ら
い
が
す
で
に

60
歳
以
上
だ
っ
て
聞
き
ま
し
た
よ
。

輪
嶋　

そ
う
で
す
ね
。
私
も
来
年
還
暦
、
先
生
は

し
っ
か
り
、
後
期
高
齢
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
す
よ
ね
。

栄
子　

後
期
っ
て
と
こ
ろ
が
、
嫌
な
呼
び
方
よ
ね

（
笑
）。
と
に
か
く
、
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
、
死
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
、「
自
分
事
」

と
し
て
日
々
考
え
る
人
が
多
い
国
。
命
の
誕
生
よ
り
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│
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も
、
死
を
周
り
に
多
く
体
験
す
る
国
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
る
意
味
、

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
良
い
時
だ
と
思

う
の
で
す
。「
命
」と「
死
」と
い
う
こ
と
に
、
正
面
か

ら
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
人
た
ち
が
多
く

な
っ
て
き
た
っ
て
こ
と
だ
か
ら
。

輪
嶋　

全
く
私
も
同
じ
思
い
な
の
で
す
。
今
の
時
代

の
日
本
で
、
こ
の
こ
と
を
聖
書
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

心
の
中
心
で
捉
え
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
リ
バ
イ

バ
ル
に
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
、
と
。

栄
子　

ア
ー
メ
ン
で
す
。
で
は
、
そ
の
答
え
を
い
つ

も
の
よ
う
に
、
神
様
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
中
に
見
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

ま
ず
最
初
に
確
認
で
す（
笑
）。

聖
書
は
す
べ
て
イ
エ
ス
様
を
証
し
し
て
い
る
も
の
で

す
ね
？

輪
嶋　

ア
ー
メ
ン
。
イ
エ
ス
様
ご
自
身
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
5
章
39
節
で

す
ね
。

栄
子　

そ
の
イ
エ
ス
様
が
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
14
章
６

節
で「
わ
た
し
は
道
で
あ
り
、
真
理
で
あ
り
、
い
の

ち
な
の
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
死
ん
で
も
生
き
る
」（
ヨ
ハ

11
・
25
）と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、

さ
っ
き
の「
人
間
に
は
、
一
度
死
ぬ
こ
と
と
死
後
に

さ
ば
き
を
受
け
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
」（
へ
ブ
ル

９
・
27
）、
ま
た
創
世
記
２
章
17
節
で
神
様
が
ア
ダ
ム

に
お
っ
し
ゃ
っ
た
お
言
葉
、「
そ
の
木
か
ら
食
べ
る

と
き
、
あ
な
た
は
必
ず
死
ぬ
」。
こ
れ
ら
の
み
こ
と

ば
を
受
け
取
る
と
、
聖
書
の
言
う「
命
」に
つ
い
て
明

確
に
理
解
す
る
扉
が
開
か
れ
ま
す
。『
シ
ャ
ロ
ー
ム

イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n
Ⅱ
』で
も
お
話
し
し
ま

し
た
が
、
創
世
記
２
章
17
節
で
神
様
は「
あ
な
た
は

必
ず
死
ぬ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
に
、
ア
ダ
ム
は
死

に
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね
。

輪
嶋　

は
い
、
そ
れ
か
ら
9
３
０
年
生
き
た（
創
5
・

5
）、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
ね（
笑
）。

栄
子　

番
組
で
も
お
話
し
し
た
通
り
、
そ
の
部
分
の

「
死
ぬ
」の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
原
文
で
の
意
味
は「
死
ん

で
、
死
に
つ
つ
あ
る
状
態
に
な
る
」と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
ア
ダ
ム
は
神
様
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
す

ぐ
に
死
ん
だ
の
で
す
。
そ
れ
は
霊
的
に
死
ん
で
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
た
ち
は
、
命
そ
の

も
の
で
あ
ら
れ
る
神
様
と
離
れ
て
し
ま
う
と
、
霊
的

に
は
死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
同
時
に
肉
体
の
方
は

ど
ん
ど
ん
と
死
に
向
か
っ
て
い
っ
て
、
最
後
は
元
の

地
の
ち
り
に
な
る
。
つ
ま
り
聖
書
の
言
う
死
と
は
、

肉
体
が
霊
と
分
離
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
す
。

輪
嶋　

あ
ー
、
だ
か
ら「
死
が
一
度
定
め
ら
れ
て
い

る
」と
い
う
の
は
、
肉
体
の
死
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
す
ね
。
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
イ
エ

ス
様
の
お
っ
し
ゃ
る「
死
ん
で
も
生
き
る
」と
い
う
こ

と
も
納
得
で
き
ま
す
。
肉
体
が
終
わ
っ
て
も
、
そ
こ

か
ら
離
れ
た
霊
は
そ
こ
で
滅
び
る
こ
と
は
な
く
、
永

遠
に
生
き
る
と
い
う
意
味
だ
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

栄
子　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
、
ね
、
納
得
で
し
ょ
う
。

聖
書
は
本
当
に
一
貫
し
て
る
ん
で
す
。
そ
し
て
輪
嶋

さ
ん
、
肉
体
に
死
が
あ
る
よ
う
に
、
霊
に
も
死
が
あ

る
ん
で
す
。

輪
嶋　

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

栄
子　

聖
書
の
お
約
束
は
１
０
０
％
で
す
ね
？

輪
嶋　

は
い
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
も
は

や
否
定
い
た
し
ま
せ
ん（
笑
）。

栄
子　

イ
エ
ス
様
を
証
し
す
る
聖
書
で
、
イ
エ
ス

様
ご
自
身
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？ 

「
わ

た
し
を
信
じ
る
者
は
死
ん
で
も
生
き
る
」（
ヨ
ハ
11
・

25
）
っ
て
。
こ
れ
は
神
様
の
お
約
束
で
す
。
だ
か
ら
、

「
イ
エ
ス
様
が
私
の
罪
の
た
め
に
十
字
架
に
架
か
っ

て
死
ん
で
く
だ
さ
り
、
葬
ら
れ
、
三
日
目
に
よ
み
が

え
り
、
今
も
生
き
て
お
ら
れ
る
」、
そ
の
こ
と
を
信

じ
て
、
イ
エ
ス
様
を
自
分
の
救
い
主
と
し
て
心
に
お

迎
え
し
た
人
は
、
肉
体
の
時
間
が
終
わ
っ
て
も
、
そ

れ
が
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
と
お
約
束
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
死
か

ら
よ
み
が
え
っ
た
イ
エ
ス
様
は
、
死
に
打
ち
勝
た

れ
た
お
方
で
す
。
そ
し
て
イ
エ
ス
様
は「
初
穂
」で
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
ま
た
長
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
？ 

だ
か
ら
イ
エ
ス
様
を
信
じ
た
私
た
ち
は
、

イ
エ
ス
様
に
続
く
穂
と
し
て
、
同
じ
よ
う
に
な
る
こ

と
の
お
約
束
な
の
で
す
。
聖
書
に
書
い
て
あ
る
ん
だ

か
ら
、
そ
れ
は
絶
対
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

輪
嶋　

ア
ー
メ
ン
で
す
。
で
も
先
生
、
イ
エ
ス
様
を

地
上
で
信
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、

そ
の
中
に
は
入
り
ま
せ
ん
よ
ね
…
。
キ
リ
ス
ト
教
界

で
も
、「
こ
の
世
で
イ
エ
ス
を
信
じ
な
け
れ
ば
地
獄

に
行
く
か
ら
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
洗
礼
受
け
な
さ

い
」と
か
、
も
っ
と
言
う
と「
自
殺
し
た
人
は
真
っ
直

ぐ
地
獄
へ
行
く
」と
か
言
わ
れ
る
の
を
何
度
も
耳
に

し
ま
し
た
。
身
内
に
自
殺
者
が
い
る
こ
と
を
、
教
会

で
は
誰
に
も
言
え
な
い
と
か
。
こ
の「
地
獄
」と
い
う

も
の
、
実
際
に
見
て
き
た
こ
と
の
あ
る
人
は
い
な
い

で
し
ょ
う
け
ど（
笑
）、
そ
こ
に
対
す
る
恐
れ
み
た
い

な
も
の
が
私
た
ち
の
人
生
に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

い
る
と
思
う
ん
で
す
。
先
祖
供
養
を
す
る
目
的
の
一

部
に
も
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
。
地
獄
っ
て
、
聖
書
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
？ 

そ
の
シ
ス
テ

ム（
笑
）。

栄
子　

そ
れ
、
良
い
質
問
で
す
よ
。
こ
の
問
題
は
絶

対
に
ク
リ
ア
に
す
る
べ
き
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
が
長

い
間
、
キ
リ
ス
ト
教
界
を
混
乱
さ
せ
て
き
た
点
で
も

あ
る
の
で
す
。
輪
嶋
さ
ん
、「
よ
み
」
っ
て
聞
い
た

こ
と
あ
る
で
し
ょ
？

輪
嶋　

は
い
、
使
徒
信
条
の
中
に
あ
る
、
あ
れ
で

す
よ
ね
、「
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
、
死
に
て
葬
ら
れ
、

よ
み
に
く
だ
り
」と
い
う
…
。

栄
子　

そ
う
で
す
ね
。
で
も
あ
れ
、
私
た
ち
ず
っ
と

唱
え
て
る
け
れ
ど
、
あ
ん
ま
り
深
く
考
え
ず
に
唱
え

て
な
い
か
し
ら（
笑
）。

輪
嶋　

確
か
に
…
。

栄
子　
「
よ
み
っ
て
ど
こ
？
」と
聞
か
れ
た
ら
、
ど
う

答
え
ま
す
か
？
（
笑
）。
さ
あ
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
聖
書
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。
聖
書
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
聖
書
の
中
に
答
え
を
探

す
の
が
一
番
な
の
。
こ
の
日
本
語
で「
よ
み
」と
訳
さ

れ
て
い
る
言
葉
は
、
旧
約
聖
書
の
時
代
か
ら
記
さ
れ

て
い
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は「
シ
ェ
オ
ル
」と
い
う
言

葉
で
す
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
様
の
時
代
の
新
約
聖
書

は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ギ
リ
シ
ャ

語
で
は「
ハ
デ
ス
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
く

同
じ
意
味
で
、
た
だ
言
語
が
違
う
か
ら
違
う
言
葉
に

な
っ
て
い
る
の
。
靴
下
と
ソ
ッ
ク
ス
っ
て
い
う
の
と

同
じ
こ
と
な
の
ね
。
こ
の
旧
約
で
の
シ
ェ
オ
ル
、
新

約
で
の
ハ
デ
ス
は
、
肉
体
か
ら
離
れ
た
魂
が
行
く
所

で
す
。

輪
嶋　

ル
カ
の
福
音
書
16
章
に
あ
る
、
有
名
な「
金

持
ち
と
ラ
ザ
ロ
」の
話
に
出
て
き
ま
す
ね
、
ハ
デ

ス
っ
て
。

栄
子　

そ
う
そ
う
、
そ
れ
。
じ
ゃ
あ
、
肉
体
か
ら

離
れ
た
魂
が
行
く
場
所
は
ハ
デ
ス
だ
け
か
と
言
う

と
、
も
う
一
つ
、「
ゲ
ヘ
ナ
」が
記
さ
れ
て
い
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ゲ
ヘ
ナ
は
黙
示
録
20
章
13
節
と

14
節
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
海
は
そ
の
中
に
い
る

死
者
を
出
し
た
。
死
と
よ
み
も
、
そ
の
中
に
い
る
死
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者
を
出
し
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
行
い
に
応

じ
て
さ
ば
か
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
死
と
よ
み
は
火
の

池
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
こ
れ
が
、
す
な
わ
ち
火
の
池

が
、
第
二
の
死
で
あ
る
」。
こ
の「
火
の
池
」と
訳
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が「
ゲ
ヘ
ナ
」で
、
こ
れ
が
最
後
に

行
く
、
い
わ
ゆ
る
地
獄
で
す
ね
。
よ
み
か
ら
死
者
が

出
て
き
て
、
こ
の
人
た
ち
は
信
仰
で
は
な
く
、
行
い

に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ

は
イ
エ
ス
様
が
ご
再
臨
さ
れ
、
千
年
王
国
の
後
に
な

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
、
黙
示
録
に
書
か
れ
て
い
る

の
で
す
。
聖
書
を
よ
く
見
る
と
、「
死
ぬ
」と
い
う
こ

と
と
、「
滅
び
る
」と
い
う
こ
と
が
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
当
に
恐
ろ
し
い
の
は
こ
の「
滅
び
る
」と
い
う

こ
と
、
つ
ま
り
永
遠
に
神
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地

上
で
イ
エ
ス
様
を
信
じ
た
者
は
、
罪
の
な
い
者
と
さ

れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
肉
体
の
時
間
が
終
わ
っ
た
ら

そ
の
ま
ま
天
国
へ
行
く
の
で
す
。
救
わ
れ
て
天
国
に

行
く
人
と
は
、「
罪
が
な
く
、
神
と
の
間
に
平
和
を

得
て
い
る
人
」と
も
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、「
死
」そ

の
も
の
と
、
死
者
が
そ
れ
ま
で
い
た
場
所「
よ
み
」が

「
ゲ
ヘ
ナ
」に
投
げ
捨
て
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の

あ
と
は
死
と
い
う
も
の
自
体
が
存
在
し
な
い
世
界
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
天
新
地
に
は
死
が
な
い

の
で
す
。
ア
ダ
ム
が
神
様
と
一
緒
に
い
た
エ
デ
ン
の

園
に
死
が
な
か
っ
た
よ
う
に
。

輪
嶋　

す
ご
い
お
約
束
で
す
ね
…
。
イ
エ
ス
様
を
信

じ
た
者
に
は
、
も
う
そ
の
時
点
で
死
の
存
在
し
な
い

永
遠
の
命
の
場
所
が
用
意
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
っ
て

こ
と
で
す
も
ん
ね
…
。
で
も
、
死
ん
だ
者
が「
よ
み
」、

つ
ま
り「
ハ
デ
ス
」に
行
く
と
書
い
て
あ
る
の
に
、
な

ぜ
こ
れ
ま
で
、
イ
エ
ス
様
を
信
じ
る
こ
と
な
く
死

ん
だ
ら「
地
獄
に
ま
っ
し
ぐ
ら
」み
た
い
に
言
わ
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
？ 

黙
示
録
を
開
い
て
見
る
人
が
、

日
本
で
は
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は
極
め
て
少
な
か
っ

た
こ
と
に
も
関
係
あ
り
ま
す
か
？

栄
子　

そ
れ
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
一
番
大
き

な
こ
と
は
別
の
理
由
な
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
歴
史
的

な
お
話
に
な
っ
て
恐
縮
で
す
が
、
そ
も
そ
も
日
本
語

の
聖
書
の
一
番
の
元
と
な
っ
た
の
が
、
１
６
１
１

年
に
欽
定
訳
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た「
キ

ン
グ
ジ
ェ
ー
ム
ス
訳
」で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の「
ハ
デ

ス
」が
地
獄
で
あ
る
ヘ
ル（
h
e
l
l
）と
訳
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
三
味
線
は
s
h
a
m
i
s
e
n

と
英
語
で
も
表
記
す
る
べ
き
も
の
を
ギ
タ
ー
と
訳
し

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
と
言
え
ば
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
か
し
ら
。
似
て
い
る
け
れ
ど
、
異
な
る
も
の
よ
ね
。

輪
嶋　

あ
り
ゃ
〜
っ
て
感
じ
で
す
ね
。
翻
訳
の
世
界

で
は
十
分
起
こ
り
得
る
お
話
し
…
。
だ
か
ら
そ
れ
以

来
、
日
本
で
も
そ
の
流
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
。

栄
子　

そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
先
ほ
ど
出
て

き
た
創
世
記
の「
必
ず
死
ぬ
」と
い
う
言
葉
も
、
原
語

で
見
た
ら
す
ぐ
に
納
得
で
き
る
こ
と
で
も
、
翻
訳
で

見
た
ら
す
ぐ
に
死
な
な
い
ア
ダ
ム
を
見
て
、「
神
様

の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
に
な
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
の
。
神

様
が
脅
し
た
」み
た
い
に
言
う
人
も
出
る
こ
と
に

な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
。
そ
も
そ
も
、
聖
書
を
ユ
ダ
ヤ
的

に
見
な
い
と
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う

に
、
さ
ら
に
元
々
の
言
語
の
意
味
を
知
る
と
、
聖
書

の
凄
さ
が
さ
ら
に
身
に
沁
み
て
、
圧
倒
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
ば
っ
か
り
で
す
。

輪
嶋
　
そ
う
い
う
お
話
を
伺
う
と
、
聖
書
を
原
語
で

読
め
な
い
こ
と
は
残
念
な
気
が
し
ま
す
ね
。

栄
子　

も
ち
ろ
ん
原
語
が
わ
か
る
と
、
そ
の
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ（
有
利
さ
）は
い
っ
ぱ
い
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

外
国
語
に
堪
能
な
輪
嶋
さ
ん
だ
か
ら
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語

や
ギ
リ
シ
ャ
語
で
も
読
ま
な
き
ゃ
っ
て
思
う
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
で
も
ね
、
輪
嶋
さ
ん
、
た
と
え
原

語
で
読
め
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
神

様
の
愛
の
、
と
て
つ
も
な
い
大
き
さ
、
深
さ
、
長
さ
、

細
や
か
さ
は
、
私
た
ち
人
間
の
人
知
を
は
る
か
に
超

え
た
も
の
だ
か
ら
、
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
な
ど
到

底
無
理
な
ん
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち
は
そ

れ
ほ
ど
の
愛
で
愛
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
聖
書
と
い

う
ラ
ブ
レ
タ
ー
に
込
め
ら
れ
た
愛
は
そ
の
よ
う
な
も

の
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
聖
書
に
は
絶
対
に
間

違
い
が
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
全
き
信
頼
を
寄
せ

る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
一
番
大
切
で
、
そ
れ
を
受
け
取

る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
を
そ
れ
ほ
ど
愛
し
て
く
だ
さ

る
神
様
が
一
番
お
喜
び
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。
聖

書
に
、「
信
仰
が
な
け
れ
ば
、
神
に
喜
ば
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
」（
へ
ブ
ル
11
・
６
）
っ
て
書
い
て
あ
り

ま
す
よ
。

輪
嶋　

ア
ー
メ
ー
ン
で
す
。
も
っ
と
知
り
た
い
、
と

思
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
け
ど
、

自
分
の
置
か
れ
た
場
所
か
ら
、
不
足
を
思
う
必
要
は

な
い
っ
て
こ
と
で
す
も
ん
ね
。「
わ
た
し
の
恵
み
は

あ
な
た
に
十
分
で
あ
る
」（
Ⅱ
コ
リ
12
・
９
）
っ
て（
笑
）。

ア
ー
メ
ン
で
す
。
イ
エ
ス
様
を
地
上
で
知
る
こ
と
な

く
召
さ
れ
て
い
っ
て
も
、
す
ぐ
に
地
獄
、
つ
ま
り
魂

の
滅
ぶ
ゲ
ヘ
ナ
に
行
く
の
で
な
く
ま
ず
は
シ
ェ
オ

ル
に
行
き
、
そ
し
て
最
後
の
審
判
を
待
つ
わ
け
で
す

ね
。
で
も
そ
れ
が
、、
少
な
く
と
も
イ
エ
ス
様
の
ご

再
臨
の
後
、
千
年
待
た
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
な
ん
と
し
て
も
地
上
で
イ
エ
ス
様
を
心
に
お
迎

え
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
っ
て
こ
と
で
す
ね

（
笑
）。
ハ
デ
ス
に
関
し
て
も
、
安
ら
ぎ
と
苦
し
み
の

所
が
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
人
間
の
解
釈
は
あ
る

よ
う
で
す
が
、
私
は
と
に
か
く
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
3

章
16
節
の
み
こ
と
ば「
神
は
、
実
に
、
そ
の
ひ
と
り

子
を
お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
世
を
愛
さ
れ
た
」に

続
く
聖
句「
一
人
と
し
て
滅
び
る
こ
と
な
く
、
永
遠

の
い
の
ち
を
持
つ
た
め
で
あ
る
」、
神
様
が
一
人
の

魂
も
ゲ
ヘ
ナ
に
投
げ
ら
れ
な
い
よ
う
願
っ
て
お
ら
れ
、

そ
し
て
、
私
た
ち
の
肉
体
の
時
間
が
終
わ
っ
た
後
ま

で
も
、
聖
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
、
そ
の
よ
う
な
時

空
に
も
そ
の
愛
が
及
ん
で
い
る
こ
と
へ
感
動
を
覚
え

ま
す
。
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
一
つ
、
も
の

凄
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

栄
子　

そ
れ
は
何
で
す
か
？

輪
嶋　

こ
れ
は
次
回
に
お
預
け
で
す
、っ
て
、『
シ
ャ

ロ
ー
ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n
Ⅱ
』で
、
散
々

栄
子
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
〜
。

栄
子　

そ
う
だ
っ
た
わ
ね
ー
、
今
度
は
輪
嶋
さ
ん
に

リ
ベ
ン
ジ
さ
れ
た
わ
〜
（
爆
笑
）。

輪
嶋　

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）

私
た
ち
の
肉
体
の
時
間
が
終
わ
っ
た
後
ま
で
も
、そ
の
よ
う
な
時
空
に
も

そ
の
愛
が
及
ん
で
い
る
こ
と
へ
感
動
を
覚
え
ま
す
。
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